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抽出・解読 史料集・カタログ 研究・教育

東京大学総合図書館所蔵『銘細改板江戸大地震出火場所附』

翻刻テキストをつくる
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膨大な蓄積

知識の流通
分野内（新しい人・近い人）
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膨大な蓄積

知識の流通
分野内（新しい人・近い人）
異分野（データ・手法）

日記
業務日誌など
↓

（例）気象学・気候学



明治からの研究課題

［震災予防調査会報告，第1号（1893）「調査事業概略」］ 国立国会図書館デジタルコレクション



明治からの研究課題

古来大地震に係る調査，即ち地震史を編纂すること

古来より本邦に起りたる大地震を古記及び歴史等に就

て調査し，以て吾邦の何如なる部分が古来震災最多か

りしやを確む可し（中略）

•地震の性質，周期性，家屋・構造物の震害・耐震，地震

保険など

•帝国大学史料編纂掛の「史料」より抜粋

•費用は嘱託員1名の手当と筆紙墨の料に止る



地震史料集

『新収日本地震史料』第5巻別巻3（p.1）『新収日本地震史料』第5巻（p.115）

地震に関する記述を抜粋・編さんしたものー35冊・27700頁
刊本 → デジタルデータ化が進行中



歴史地震のカタログ（年表）

『理科年表』



[Matsu’ura(2017)]

[Kawasumi(1951)]

[Usami(2013)]

歴史地震カタログ (年表)

• いつ / どこで / どのよ

うな地震 / 被害が発生

したか

• 研究の進展にともなっ

て何種類も発表されて

きた

• 新しく知られた地震

• より詳しく / 確からしく

分かった地震

• 間違いと分かった地震

歴史地震のカタログ（年表）



（デジタル）アーカイブの活用例

天保二年十月十日の地震

• 佐賀だと思われていたが会津の地震

• 明治・大正時代の研究から間違い

• 佐賀の日記には地震の記述なし

• 佐賀県立図書館「古文書・古記録・

古典籍データベース」

• 5日で届くか？

• 江戸 ⇔ 佐賀 / 会津

• 松平肥前守（佐賀藩主）は，松平肥後

守（会津藩主）の写し間違いと推定

『天保雑記』（国立公文書館蔵）［加納（2017）］
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［石橋克彦『南海トラフ巨大地震―歴史・科学・社会』（岩波書店，2014）］

地震は繰り返し発生する



［石橋克彦『南海トラフ巨大地震―歴史・科学・社会』（岩波書店，2014）］

地震の繰り返しを知らなければ？



震度データベース（歴史地震）

1596年畿内(伏見)地震（宇佐美，2010）

被害・体感の記述
ー（換算表）→震度
ー（震源決定）→震源・M



震度データベース

大阪府北部の地震（気象庁）



震度データベース（歴史地震）

1596年畿内(伏見)地震（宇佐美，2010）

「何如なる部分が古来震災最多かりしや？」

地震史の全体像・個別の被害・地元の地震・中小の地震



https://honkoku.org

国立歴史民俗博物館・東京大学地震研究所
京都大学古地震研究会

参加者の皆さん



みんなで翻刻
市民参加で歴史（地震）資料を読む



みんなで翻刻
翻刻対象の多様化・所蔵機関との連携

当初は地震史料の翻刻（2017年）

14プロジェクト（画像はIIIF経由）

•Khirinの資料を翻刻

•Gallicaの日本資料を翻刻！

•琉球・沖縄の世界を翻刻する

など

•参加者 7300人

•翻刻済コマ 2．2万コマ

•入力文字数 1370万文字



みんなで翻刻
AIによる翻刻支援

ほかにも「添削希望」，「👍👍あっぱれ」，コメント，

ランキング，くずし字学習支援アプリKuLA連携など



みんなで翻刻
市民参加で歴史（地震）資料を読む



成果物の品質について

•翻刻文10万文字を検証した結果：

•学術出版される史料集には及ばないものの，
内容把握や全文検索には十分な品質が得られた

（橋本雄太，2018）

（v1地震史料について）



みんなで翻刻してみた@ニコニコ

毎月
生放送中





まとめにかえて

歴史ビッグデータの実践の場ともいえるのでは

歴史地震研究
過去の蓄積

データの流通

研究の活性化（新たな切り口，研究の再現性），異分野交流

みんなで翻刻
テキストデータの生成 → 研究への利用はこれから

オープンコラボレーション → 研究への市民参加 → 興味や関心

データ構造化の実践

機械による処理（自然言語処理，くずし字認識）
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